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第
一
項
の
通
知
に
係
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
八
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
行
為

を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
災
害
の
発
生
の
防
止
、
公
共
の
安
全
の
確
保
等
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
森
林
法
の
特
例
に
関
す
る
手
続
）

第
八
十
八
条
の
五

法
第
百
十
五
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
四
十
九
号
）
第
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
通
知
は
、
別
表
第
二
十
五
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
百
十
五
条
の
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
通
知
は
、
別
表
第
二
十
四
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
通
知
を
し
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
を
受
け

た
都
道
府
県
知
事
が
保
安
林
の
保
全
上
必
要
な
意
見
を
述
べ
た
場
合
に
は
、
当
該
意
見
を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
通
知
を
し
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
十
第
三
項
に
規
定
す
る
行
為
を
す
る
に
当

た
つ
て
は
、
災
害
の
発
生
の
防
止
、
公
共
の
安
全
の
確
保
等
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５

法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命

ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
で
あ
つ
て
森
林
法

第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
禁
止
す
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
禁
止
行
為
」
と
い
う
。）を
す
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
別
表
第
二
十
六
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

６

法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命

ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
禁
止
行
為
又
は
森
林
法
第
三
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る

行
為
を
す
る
こ
と
に
よ
り
災
害
の
発
生
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
当
該

行
為
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

（
道
路
法
の
特
例
に
関
す
る
手
続
）

第
八
十
八
条
の
六

法
第
百
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
通
知
は
、
別
表
第
二
十
七
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

２

法
第
百
十
五
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
三
十
五
条
（
法
第
百
十
五
条
の
十
一
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
道
路
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
行
う
通
知
は
、
別
表
第
二
十
八
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
通
知
に
係
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
十
一
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
を
受

け
た
者
が
道
路
の
管
理
上
必
要
な
意
見
を
述
べ
た
場
合
に
は
、
当
該
意
見
を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命

ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
で
あ
つ
て
道
路
法

第
九
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
道
路
管
理
者
の
許
可
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
す
る
場
合
は
、
当
該
許
可
の

権
限
を
有
す
る
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
別
表
第
二
十
九
に
よ
り
通
知
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
河
川
法
令
の
特
例
に
関
す
る
手
続
）

第
八
十
八
条
の
十
一

法
第
百
十
五
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法

律
第
百
六
十
七
号
）
第
九
十
五
条
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
令
第
百
六
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
通
知
は
、
別
表
第
二
十
四
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
に
係
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
十
七
第
二
項
又
は
令
第
百
六
十
一
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
を
受
け
た
河
川
管
理
者
が
河
川
の
管
理
上
必
要
な
意
見
を
述
べ
た
場
合
に
は
、
当
該
意
見

を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
通
知
に
係
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
行
為
を
す
る
に

当
た
つ
て
は
、
災
害
の
発
生
の
防
止
、
公
共
の
安
全
の
確
保
等
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
都
市
緑
地
法
の
特
例
に
関
す
る
手
続
）

第
八
十
八
条
の
十
二

法
第
百
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十

八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
四
条
第
八
項
後
段
の
規
定
（
法
第
百
十
五
条
の
二
十
一
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

適
用
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
読
み
替
え
ら
れ
た
都
市
緑
地
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
条
例
の
規
定
を
含
む
。）に
よ
り
行
う
通
知
は
、
別
表
第
二
十
四
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
を
し
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
を

受
け
た
者
が
緑
地
の
保
全
上
必
要
な
意
見
を
述
べ
た
場
合
（
法
第
百
十
五
条
の
二
十
一
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

緑
地
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
百
十
五
条
の
二
十
一
第

二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
意
見
を
述
べ
た
場
合
を
含
む
。）に
は
、
当
該
意
見
を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

（
通
知
の
手
続
の
特
例
）

第
八
十
八
条
の
十
三

第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
、
第
八
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
八
十
八
条
の
五
第
二
項
及
び
第
五

項
、
第
八
十
八
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八
十
八
条
の
七
第
一
項
、
第
八
十
八
条
の
八
第
一
項
、
第
八
十
八

条
の
九
第
一
項
、第
八
十
八
条
の
十
一
第
一
項
並
び
に
第
八
十
八
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
通
知
に
つ
い
て
は
、

文
書
に
よ
つ
て
は
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
口
頭
又
は
電
信
、
電
話
若
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
事
後
に
お
い
て
速
や
か
に
文
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
十
八
条

の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
八
十
八
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
通
知
に
つ
い
て
、
電
話
（
フ
ア
ク
シ
ミ
リ

装
置
を
用
い
て
送
信
す
る
方
法
に
限
る
。）又
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な

い
。

（
都
市
公
園
法
の
特
例
に
関
す
る
手
続
）

第
八
十
八
条
の
七

法
第
百
十
五
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年

法
律
第
七
十
九
号
）
第
九
条
（
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
行
う

通
知
は
、
別
表
第
三
十
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
に
係
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
を
受

け
た
公
園
管
理
者
が
都
市
公
園
の
管
理
上
必
要
な
意
見
を
述
べ
た
場
合
に
は
、当
該
意
見
を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

（
海
岸
法
の
特
例
に
関
す
る
手
続
）

第
八
十
八
条
の
八

法
第
百
十
五
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

第
百
一
号
）
第
十
条
第
二
項
（
同
法
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
行
う
通

知
は
、
別
表
第
二
十
四
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
に
係
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
を
受

け
た
海
岸
管
理
者
が
海
岸
の
保
全
上
必
要
な
意
見
を
述
べ
た
場
合
に
は
、
当
該
意
見
を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
通
知
に
係
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
行
為
を
す
る
に

当
た
つ
て
は
、
災
害
の
発
生
の
防
止
、
公
共
の
安
全
の
確
保
等
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
自
然
公
園
法
の
特
例
に
関
す
る
手
続
）

第
八
十
八
条
の
九

法
第
百
十
五
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年

法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
（
法
第
百
十
五
条
の
十
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

そ
の
適
用
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
読
み
替
え
ら
れ
た
自
然
公
園
法
第
六
十
条
第
一
項
に

規
定
す
る
条
例
の
規
定
を
含
む
。）に
よ
り
行
う
通
知
は
、
別
表
第
二
十
四
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
を
し
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
（
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
そ
の
適
用
に
つ
い
て
同
条
第
二
項
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
読
み
替
え
ら
れ
た
自
然
公
園
法
第
六
十
条
第

一
項
に
規
定
す
る
条
例
の
規
定
を
含
む
。）に
よ
り
当
該
通
知
を
受
け
た
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
自
然
公
園

の
保
護
上
必
要
な
意
見
を
述
べ
た
場
合
に
は
、
当
該
意
見
を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

（
道
路
交
通
法
の
特
例
に
関
す
る
手
続
）

第
八
十
八
条
の
十

法
第
百
十
五
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年

法
律
第
百
五
号
）
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
通
知
は
、
文
書
又
は
電
話
（
フ
ア
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用

い
て
送
信
す
る
方
法
に
限
る
。）に
よ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
別
表
第
三
十
一
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
口
頭
又

は
電
信
、
電
話
（
フ
ア
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
て
送
信
す
る
方
法
を
除
く
。）若
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
同
表
の

内
容
を
通
知
す
る
こ
と
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
通
知
を
し
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
法
第
百
十
五
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
を
受

け
た
警
察
署
長
が
、
道
路
に
お
け
る
危
険
を
防
止
し
、
そ
の
他
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た
め
必
要
な
意
見
を
述

べ
た
場
合
に
は
、
当
該
意
見
を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。
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